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　　　ご馳走、東西南北
料理研究家・大原千鶴さんが案内する

巧みな技が生む
京の涼味「はも」

連 載

これからの田んぼの話
　　　人も家畜も笑顔になれる特 集
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人も家畜も笑顔になれる

文／城田晃久（フリート）　撮影／原田圭介（P.3）　イラスト／風間 真（フリート）

「あれ？ 田んぼの話なのに卵？」――そう思われた方も多いかもしれません。私た
ちの食生活に欠かせないお米ですが、実は家畜のエサとしても使われているんで
す。毎年８万 tペースで減少していく主食用米の需要に対し、「飼料用米」の生産
量を拡大することで、田んぼを保持していこうという取り組みが始まっています。

お米は人間だけのものじゃない？

僕が

田んぼすご
ろくで

解説します
！

この卵、黄身がかなり白味がかっているのが
お分かりでしょうか。実はこれ、お米を食べ
て育った鶏が産んだ卵なのです。この卵を
生産しているのは、北海道の竹内養鶏場。
何と、飼料の 99.8% が北海道産で、そのう
ち 68% を飼料用米が占めています。一般的
に、鶏のエサの多くはトウモロコシ。黄身の
色はエサの色が反映されるので黄色くなりま
すが、お米で育てた鶏の黄身は白くなるの
です。

卵の黄身が…!?
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ご馳走、東西南北 vol.3 
料理研究家・大原千鶴さんが案内する

巧みな技が生む京の涼味「はも」

おじいちゃんとおばあ
ちゃんのいる奄美大島
はパッションフルーツな
ど果物が有名ですが、私
のお気に入りは「鶏飯」。
鶏肉・錦糸卵などの具材
がのったご飯に鶏のスー
プをかけて食べます。ヘ
ルシーなのにお腹いっぱ
いになるんです！

少女14人のボーカルダンスユニット。「お
いしい日本！食のジュニアPR大使」とし
て、次世代を担う子どもたちに食と農業の
大切さや日本食の魅力などを伝える。

奄美大島

鶏
け い は ん

飯

メンバーのオススメの「郷土メシ」をご紹介

佐藤琴乃（さとう ことの）
生年月日： 1999/11/30　
出身： 東京都　特技： ダンス
趣味： ショッピング

おいしい日本！　　 のジュニアPR 大使
ピンク・ベイビーズが行く

pick up
member!

ピンク・ベイビーズとは…

写真提供／奄美大島観光物産協会

あふ・ラボ
生け花から田んぼアートまで
観賞用イネが秘めた可能性

18

MAFF TOPICS
今年も「子ども霞が関見学デー」を開催します
2015年は「国際土壌年」。土壌について考えてみませんか？
ミラノ国際博覧会最新NEWS 各国のパビリオンをご紹介！

20

トップランナー vol.3
今、この人たちが熱い　
JA 北魚沼（新潟県）

16

明日をつくる③ 
～東日本の復旧・復興に向けて～
豊穣な大地を取り戻し
子どもたちの笑顔があふれる村へ

10

022015 7月号

（P.03） （P.02）



私
た
ち
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ご
は
ん
な
ど
の
主
食
用
米
。

主
食
用
米
の
需
要
が
減
り
続
け
る
昨
今
、

こ
れ
か
ら
の
田
ん
ぼ
の
あ
り
方
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
飼
料
用
米
の
生
産
で
、

田
ん
ぼ
の
有
効
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

　�
お
米
の
需
要
が
減
少
し
て
い
る
今
こ
そ

お
米
は
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
主
食
。
と
こ
ろ
が
、

高
齢
化
や
人
口
減
少
、
食
生
活
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
一
人
あ
た
り
の
消
費
量
は
こ
こ
50

年
で
ほ
ぼ
半
分
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

お
米
を
生
産
す
る
田
ん
ぼ
は
、
食
料
の
生

産
以
外
に
も
、
洪
水
や
土
壌
侵
食
の
防
止
、

河
川
の
水
量
を
安
定
さ
せ
る
な
ど
、
国
土
・

自
然
環
境
の
保
全
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
担
っ
て
い
る
た
め
、
維
持
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
主
食
用
以
外
の
家
畜
の
エ
サ
に

す
る
飼
料
用
米
な
ど
の
作
物
を
生
産
。
優
れ

た
生
産
装
置
で
あ
る
田
ん
ぼ
を
フ
ル
に
活
用

田
ん
ぼ
を
フ
ル
活
用
す
る
た
め
に

注
目
さ
れ
て
い
る
「
飼
料
用
米
」

し
、
国
産
で
作
ら
れ
る
も
の
の
割
合
や
、
生

産
す
る
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

国
内
の
畜
産
飼
料
の
25
〜
26
％
は
、
国
内

で
賄
っ
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち「
濃
厚
飼
料
」

と
呼
ば
れ
る
穀
物
を
中
心
と
し
た
飼
料
は
、

11
〜
12
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
経
営
コ
ス
ト
に
占
め
る
飼
料
費
の

割
合
は
か
な
り
高
く
、
採
卵
経
営
に
至
っ
て

は
約
70
％
。
そ
の
飼
料
が
輸
入
頼
み
と
い
う

状
況
は
、
飼
料
の
安
定
供
給
と
い
う
観
点
か

ら
考
え
て
も
不
安
定
で
あ
り
、
輸
入
飼
料
の

高
騰
は
、
畜
産
経
営
へ
の
直
接
的
な
打
撃
に

つ
な
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
37
年
度

ま
で
に
飼
料
の
供
給
量
に
占
め
る
国
産
の
割

合
（
自
給
率
）
を
40
％
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
定
め
ま
し
た
。

目
標
達
成
に
は
、
濃
厚
飼
料
の
一
つ
で
あ

る
飼
料
用
米
の
増
産
が
不
可
欠
で
す
。
飼
料

用
米
の
生
産
量
を
増
や
す
こ
と
で
、
安
定
供

給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。〝
国
産
の
エ
サ
〞〝
米

育
ち
〞
な
ど
を
謳
っ
て
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
も
図
れ
る
ほ
か
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
地
産

地
消
の
推
進
な
ど
、
農
畜
産
業
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

飼
料
の
自
給
率
ア
ッ
プ
で

農
畜
産
業
を
活
性
化
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安定して供給される
国産飼料用米なら
安心かも…
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経営コストに占める飼料費の割合

田
ん
ぼ
を
フ
ル
に

活
用
し
よ
う
！

地産地
消の循

環型農
業で、

生産者
、消費

者のみ
んなが

笑顔に
！

トΩϫཆ͕ܲਐめる
॥ܕ؀೶ۀͱ͸ʜ

これからの田んぼの話

経営コストに占める飼料費の割合

資料：平成25年度畜産物生産費調査、平成25年営農類型別経営統計より作成
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山口県
秋川牧園

飼料米生産者
の会

これからの田んぼの話

稲作農家も畜産農家もコ
ストを減らして利益を上
げられる仕組みです。秋
田の米で育ったブランド
牛を生産しています。

▼ ▼ ▼

次からは取り組みをご紹介

山
口
県
山
口
市
と
防
府
市
を
中
心
に
、
地

域
の
約
20
軒
の
農
家
や
法
人
で
結
成
さ
れ
た

秋
川
牧
園
飼
料
米
生
産
者
の
会
で
は
、
多
収

品
種
に
取
り
組
む
こ
と
で
飼
料
用
米
の
単
収

１
ｔ
（
モ
ミ
重
、
以
下
同
）
を
目
指
し
、
各

農
家
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
。

同
会
が
飼
料
用
米
に
取
り
組
み
始
め
た
の

は
平
成
22
年
。
初
年
度
こ
そ
平
均
６
１
１
㎏

と
低
調
だ
っ
た
も
の
の
、
２
年
目
か
ら
多
収

品
種
で
あ
る
「
北
陸
１
９
３
号
」
に
切
り
替

え
た
こ
と
で
、
平
均
６
９
０
㎏
に
ま
で
増
収

と
な
り
ま
し
た
。

倒
伏
に
強
い
と
い
う
特
徴
を
利
用
し
て
、

複
数
回
の
追
肥
を
行
う
な
ど
、
肥
料
の
入
れ

方
も
多
収
品
種
に
合
わ
せ
た
設
計
に
工
夫
。

試
行
錯
誤
の
甲
斐
あ
っ
て
、
２
年
目
以
降
に

は
単
収
１
ｔ
を
超
え
る
メ
ン
バ
ー
も
現
れ
ま

し
た
。

秋
川
牧
園
の
秋
川
正
社
長
は
「
飼
料
用
米

は
、
稲
作
農
家
に
と
っ
て
新
た
な
収
益
の
柱

と
な
り
え
る
事
業
。
補
助
金
に
依
存
す
る
の

で
は
な
く
、
品
種
の
改
良
、
水
田
面
積
の
拡

大
な
ど
、改
善
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
語
っ

て
い
ま
す
。

※
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
お
米
の
平
均
単
収
は
約
５
３
０

㎏
（
玄
米
重
）。

飼
料
用
米
を

新
た
な
収
益
の
柱
に
！

主食用米を作っていた田んぼでも飼料
用米が十分採れるんです！ 中には小麦
との二毛作を行う人もいます。

米
ど
こ
ろ
秋
田
で
は
、
飼
料
用
米
を
活
用

し
た
ブ
ラ
ン
ド
牛
「
秋
田
牛
」
の
生
産
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
由
利
本
荘
市

の
畜
産
農
家
で
組
織
す
る
株
式
会
社
ゆ
り

フ
ァ
ー
ム
で
は
、
稲
作
農
家
か
ら
仕
入
れ
た

生
も
み
を
Ｓ
Ｇ
Ｓ
に
加
工
し
、
畜
産
農
家
に

販
売
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｇ
Ｓ
は
、
生
も
み
を
乾
燥
さ
せ
ず
に
粉

砕
、
加
水
、
乳
酸
発
酵
さ
せ
、
密
封
し
て
２

カ
月
間
熟
成
さ
せ
た
も
の
。
乳
酸
発
酵
さ
せ

る
こ
と
で
、
牛
の
食
欲
が
高
ま
り
、
保
存
が

き
く
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
稲
作

農
家
と
し
て
は
、
収
穫
し
た
生
も
み
の
ま
ま

費
用
を
か
け
ず
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
、
畜

稲
作
農
家・畜
産
農
家
と
も
に
嬉
し
い

秋
田
の
米
で
育
っ
た

ブ
ラ
ン
ド
牛「
秋
田
牛
」

産
農
家
も
輸
入
配
合
飼
料
と
比
べ
、
安
価
で

安
定
し
た
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ゆ
り
フ
ァ
ー
ム
の
堀
内
忠
代
表
取
締
役
は
、

「
Ｓ
Ｇ
Ｓ
を
食
べ
て
育
っ
た
牛
は
脂
が
く
ど

く
な
く
、
後
味
さ
っ
ぱ
り
で
お
い
し
い
」
と
、

今
後
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
人
気
が
高
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
県
も
積
極
的
に
後

押
し
。「
協
力
し
合
っ
て
さ
ら
に
秋
田
牛
を

広
め
た
い
」（
秋
田
県
農
林
水
産
部
畜
産
振
興

課
・
赤
川
淳
美
課
長
）
と
語
っ
て
い
ま
す
。

SGS
は

僕ら
の

大好
物だ
よ！

多収品種「北陸 193 号」でモミ単収１ｔを達成
した経験を持つ、秋川牧園飼料米生産者の会
の海地博志さん。平均単収は 900㎏で、同会
の単収トップの常連

“多収穫ローコスト”を合言葉に、秋川牧園が鶏糞を無償で提供。
中には購入資材がほぼゼロで、単収 800㎏を超えた例も。「北陸
193 号」は、穂数ではなく穂の大きさを重視して育てていく

田
ん
ぼ
の
チ
カ
ラ
　
つ
か
う
人

米
ど
こ
ろ
秋
田
で
、

お
い
し
く
育
つ
肉
牛
を
生
産
す
る
ゆ
り
フ
ァ
ー
ム
。

ソ
フ
ト
グ
レ
イ
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
（
Ｓ
Ｇ
Ｓ
） 

に
よ
る

肉
質
改
善
と
コ
ス
ト
削
減
に
成
功
し
ま
し
た
。

飼
料
用
米
を
使
っ
た
新
し
い
試
み

田
ん
ぼ
の
チ
カ
ラ
　
つ
く
る
人

「
目
指
せ

単
収
1
tト

ン

！
」

多
く
の
収
穫
が
望
め
る
飼
料
用
米
の
栽
培
に
取
り
組
む

秋
川
牧
園
飼
料
米
生
産
者
の
会
。
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
が

一
緒
に
な
っ
て
、
単
収
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

飼
料
用
米
の
多
収
化
に
挑
戦

メンバー全員でほ場を視察して、侃々
諤々の議論が行われる。全員がライ
バルでありながら、“単収1ｔ”とい
う同じ目標を持つ仲間だ

事例紹介

「
米
で
育
つ
牛
」市営牧場の「ゆり高原ふれ

あい農場」。ブランド牛の基
幹牧場としてだけでなく、観
光資源としても活用している

秋田県
ゆりファーム

「
目
指
せ

「
目
指
せ

ＳＧＳは、粉砕した生もみに
水と乳酸菌を加えて密封し、
発酵させた飼料。消化しやす
く、長期保存も可能に
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日本飼料工業会組合員工場

年間63.4万ｔ

これからの田んぼの話

農林水産省が行っているマッチング活動では、稲作
農家が農協に出荷した飼料用米を、農協が責任を
もって畜産農家に届け、双方が安心して生産、利用
できる体制を目指し
ます。

マッチング活動の成果

農
林
水
産
省
で
は
、
地
域
内
で
飼
料
用
米

を
生
産
す
る
稲
作
農
家
と
、
そ
の
利
用
を
求

め
る
畜
産
農
家
と
を
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
、

各
自
治
体
に
呼
び
か
け
、
稲
作
農
家
と
畜
産

農
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

山
形
県
山
辺
町
で
は
町
が
中
心
と
な
っ
て
、

地
元
の
稲
作
農
家
が
作
る
飼
料
用
米
を
、
町

内
で
養
豚
業
を
営
ん
で
い
た
山
形
ピ
ッ
グ

フ
ァ
ー
ム
で
活
用
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
、

地
元
の
米
で
育
っ
た
豚
、「
舞ま
い

米ま
い

豚と
ん

」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

山
形
ピ
ッ
グ
フ
ァ
ー
ム
の
阿
部
秀
顕
代
表

取
締
役
は
「
オ
レ
イ
ン
酸
が
多
く
、
味
が
良

い
と
評
判
の
舞
米
豚
。
知
り
合
い
の
農
家
さ

ん
が
作
っ
た
飼
料
用
米
を
使
っ
て
、
町
の
ブ

ラ
ン
ド
品
の
確
立
、
産
業
の
活
性
化
に
貢
献

で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

稲
作
農
家
と
畜
産
農
家
の

マ
ッ
チ
ン
グ
で
産
業
を
活
性
化

田
ん
ぼ
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と
で
、
飼
料

用
米
1
1
0
万
ｔ
と
い
う
生
産
努
力
目
標
が

達
成
さ
れ
れ
ば
、
食
料
と
飼
料
の
自
給
率

ア
ッ
プ
、
地
産
地
消
に
よ
る
生
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
治
水
、
自
然
環
境
や
景
観
の
保
全

な
ど
、
地
域
の
農
畜
産
業
の
振
興
だ
け
で
な

く
、
み
ん
な
の
暮
ら
し
も
豊
か
に
な
る
未
来

を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
お
米
の
生
産
性
を
高
め
ら
れ
る

稲
作
農
家
は
も
ち
ろ
ん
、
飼
料
用
米
を
安
定

し
て
仕
入
れ
ら
れ
る
畜
産
農
家
、
お
い
し
い

肉
や
卵
を
食
べ
ら
れ
て
美
し
い
国
土
で
暮
ら

せ
る
一
般
消
費
者
も
含
め
、
み
ん
な
が
幸
せ

に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
。
10
年
後
に
日
本
各

地
の
田
ん
ぼ
が
フ
ル
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
国
や
自
治
体
、
農
家
な
ど
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
！

み
ん
な
で
取
り
組
む

田
ん
ぼ
づ
く
り

田んぼのフル活用を目指そう！ 畜産農家からの需要の高まり

『別冊現代農業』2015 年 3月号
『とことんつくる 使う 
飼料米・飼料イネ』
『DVDつくるぞ 使うぞ 
飼料米・飼料イネ』（全２巻）
発行／一般社団法人 
農山漁村文化協会
http://www.ruralnet.or.jp

飼料用米の需要量

食料・農業・農村基本計画

平成27年産

    約128
万ｔ

平成27年産に係る飼料用米の需要量

畜産農家の新規需要量

約4.5万ｔ

全農グループ飼料会社

年間60.0万ｔ

生産拡大に向けた支援策

必要とされる施設や機械の導入支援を行い
ます。カントリーエレベーターや加工・保管
施設などの設備に関しては、国や自治体とし
ても積極的に後押しし、飼料用米の生産利
用能力の向上を推進していきます。

施設や機械導入への支援
飼料用米の実際の収量に応じた金額が交付さ
れるとともに、二毛作や耕畜連携の取り組み
についての加算も行われます。また、多収品
種に対する取り組みにも追加交付を行います。

水田活用の直接支払交付金

平成27年産の飼料用米に対して畜産農家から寄せられた希望量
は、約4.5万ｔ。さらに全農グループ飼料会社、日本飼料工業会の需
要を合わせると約128万ｔとなり、日本飼料工業会は中長期的に
200万ｔの需要を見込んでいます。

まだまだ伸びる飼料用米のニーズ

　 
田
ん
ぼ
の
未
来
は
私
た
ち
の
未
来

田
ん
ぼ
の
理
想
的
な
未
来
の
姿
を
描
く
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
フ
ル
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

田んぼをフル活用した飼料用米の生産
は、稲作農家、畜産農家、消費者に大
きなメリットをもたらします。

取り組み体制

稲作農家 畜産農家

農林水産省

国土保全

エ
サ
の
自
給
率

ア
ッ
プ

田
ん
ぼ
の

機
能
の
維
持

▲
平成25年度
859万ｔ

主食用米
平成37年度

752万ｔ ▲
平成25年度
11万ｔ

飼料用米
平成37年度

110万ｔ

エ
サ
の
需
要
に

こ
た
え
る

取り組み

道は
まだ続く… 飼

料
用
米
1
1
0
万
tト

ン

生
産
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
そ
う

平成27年3月に閣議決定した「食料・農業・農村基本計画」において、飼
料用米の生産拡大が重要な取り組みの一つとして位置づけられまし
た。政府は、平成25年度に11万ｔだった飼料用米の生産量を平成37年
度には110万ｔに引き上げることを目標として掲げ、その確実な達成に
向けて必要な支援を行うこととしています。

今、注目の飼料用米

飼料用米を安定して
受け入れたい畜産農
家が増えています。

飼料用米をたくさ
ん作ることで、み
んなにメリットが！

みんなで作った
「舞米豚（まいま
いとん）」

積極的なマッチング活動

飼料用米の生産努力目標
は、主食用米が減ってきた
分を置き換えていく目標量
として設定しています。

【飼料用米についてもっと知りたい方は…】

飼料用米の生産・利用拡大サイト
農林水産省
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の
が
実
情
で
す
。
も
っ
と
社
員
が
熟
練
し
て

く
れ
ば
、
生
産
効
率
を
上
げ
る
こ
と
も
可
能

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
員
の
給
料
も
上
げ

て
い
き
た
い
の
で
、
早
く
目
標
の
１
年
あ
た

り
2
・
5
回
の
収
穫
を
実
現
し
た
い
で
す
ね
」

す
で
に
70
歳
を
超
え
た
大
槻
さ
ん
で
す
が
、

若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
日
々
復
興
に
取
り
組

む
姿
に
、
衰
え
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
か
つ
て
、
こ
の
あ
た
り
は
冷
害
に
よ
る
飢

き
ん
が
続
き
、
人
口
が
半
分
に
な
っ
た
時
代

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
村
人
た

ち
が
遠
く
ま
で
足
を
運
ん
で
移
り
住
ん
で
く

れ
る
人
を
必
死
で
集
め
、
村
が
潰
れ
ず
に
済

ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
事
実
を
知
っ
た

時
、
先
祖
が
残
し
て
く
れ
た
こ
の
土
地
を
、

未
来
の
子
孫
へ
と
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う

使
命
感
の
よ
う
な
も
の
が
生
ま
れ
ま
し
た
」

農
地
を
守
り
、
雇
用
の
創
出
を
目
指
す
大

槻
さ
ん
。
震
災
で
学
校
が
被
災
し
た
た
め
、

現
在
、
こ
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
大
幅
に

減
り
ま
し
た
が
、「
長
い
年
月
が
か
か
っ
て

も
、
こ
う
し
て
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
く
こ
と

で
、
徐
々
に
人
が
戻
っ
て
き
て
く
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
ね
。
そ
し
て
い
つ
か
は
、
ま
た
子

ど
も
た
ち
の
明
る
い
歓
声
が
響
き
わ
た
る
村

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」。

た
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
意
組
合
か
ら

理
解
を
得
ら
れ
ず
、
実
現
で
き
ず
に
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
未
曽
有
の
大
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
を
進
め
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
法
人
化
が
絶
対
に
必

要
。
わ
れ
わ
れ
に
は
そ
れ
し
か
道
が
残
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
」
と
語
る
大
槻
さ
ん
。

任
意
組
合
の
理
解
を
得
て
、
つ
い
に
法
人
化

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
24
年
か
ら
農
地
の
復

旧
工
事
を
ス
タ
ー
ト
し
、

25
年
5
月
23
日
に
農
業
生

産
法
人
・
株
式
会
社
宮
城

リ
ス
タ
大
川
が
誕
生
。
農

地
が
海
水
に
沈
ん
で
か
ら

３
年
、
農
地
の
集
積
が
ゼ

ロ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
26
年
に
は
１
６
４

ha
で
営
農
が
再
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
水

稲
は
55
・
4
ha 

作
付
け
し
ま
し
た
。

稲
作
だ
け
の
経
営
に
限
界
を
感
じ
て
い
た

大
槻
さ
ん
は
、
こ
の
地
区
で
35
年
以
上
に
わ

た
っ
て
菊
栽
培
に
携
わ
っ
て
き
た
大
槻
稲
夫

さ
ん
と
協
議
を
重
ね
、
土
地
利
用
型
の
稲
作

と
労
働
集
約
型
の
菊
栽
培
を
経
営
の
柱
に
す

る
こ
と
を
決
意
。
84
ａ
の
施
設
園
芸
ハ
ウ
ス

を
建
設
し
て
菊
栽
培
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
育

っ
た
生
花
は
石
巻
市
や
仙
台
市
の
市
場
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

 「
菊
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
値
崩
れ
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
ス
タ
ー
ト

し
て
ま
だ
１
年
な
の
で
不
慣
れ
な
点
も
多
い

平
成
10
年
度
か
ら
ほ
場
整
備
事
業
を
ス

タ
ー
ト
し
、
稲
作
農
業
の
生
産
性
向
上
を

目
指
し
て
き
た
宮
城
県
石
巻
市
の
大
川
地

区
。
整
備
事
業
が
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
た
と

こ
ろ
に
震
災
が
発
生
し
、
津
波
に
よ
っ
て

農
地
の
大
半
が
壊
滅
的
な
状
況
に
。
人
的

に
も
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
が
、
早
期

の
営
農
再
開
を
目
指
し
て
株
式
会
社
宮
城

リ
ス
タ
大
川
を
設
立
、
大
槻
幹
夫
さ
ん
が

代
表
に
就
任
し
ま
し
た
。

石
巻
市
の
北
東
部
に
位
置
し
、
北
上
川
の

下
流
右
岸
に
広
が
る
水
田
地
帯
。
一
部
の
農

家
で
は
畜
産
の
複
合
経
営
も
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
な
稲
作
農

家
と
い
う
状
況
に
加
え
て
、
現
役
世
代
の
高

齢
化
も
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の

中
核
農
家
が
減
少
す
る
中
、
合
理
的
で
持
続

可
能
な
営
農
の
た
め
に
平
成
10
年
か
ら
ほ
場

整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。
目
標
集
積
率
61
・

1
％
を
掲
げ
て
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
事
業
の
完
了
を
目

前
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
津
波
が
襲
い
、
整

備
さ
れ
た
農
地
の
ほ
と
ん
ど
が
浸
水
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

農
機
具
も
す
べ
て
流
さ
れ
、
皆
が
途
方
に

暮
れ
る
中
、〝
こ
れ
ま
で
先
祖
が
大
切
に
耕

し
て
き
た
農
地
を
何
と
か
し
て
よ
み
が
え
ら

せ
た
い
〞
と
い
う
強
い
覚
悟
と
使
命
感
を
抱

い
た
大
槻
幹
夫
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
な
か
な

か
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
法
人
化
を
決
断
。
地

域
の
営
農
の
復
興
を
目
指
し
ま
し
た
。

「
震
災
前
に
も
法
人
化
へ
の
指
導
が
あ
っ

1.社長の大槻幹夫さん。震災を機に以前からの懸案だった法人化を実現し、早期の営農再開に結びつ
けた　2.20 代の若手社員も入社し、菊栽培などの作業に精力的に取り組んでいる　3.被災地域農業
復興総合支援事業を活用し導入したコンバイン。他にトラクター、田植機（乗用型）などの機械類、菊
栽培のハウス建設も同事業を活用した　4.多面的支払交付金で取り組む法面（のりめん）の草刈り
作業　5.復旧した農地で、収穫を待つ実った稲を見つめる大槻さん。完全復旧まではまだ時間を要す
るが、確かな手ごたえを感じている

6.秋彼岸の出荷に向けハウス内で育つ菊。生産 50 万
本、1年あたり2.5 回の収穫が目標　7.新たに導入した
菊の選別機。仙台市や石巻市の市場での販売を足掛か
りに地域の特産化を目指している　8.復旧した農地で
４年ぶりに行われる稲の刈り取り作業　9.法人として
周年雇用を目指しつつ、一丸となって復興に取り組む　
10.秋刈り取られた籾が運ばれる北上地区共同乾燥
調製貯蔵施設（北上カントリーエレベーター）。平成
25 年 9月に運用開始、3,000t の貯蔵能力を備え、水田
500ha 分のコメの乾燥、貯蔵ができる

7

2

1.社長の大槻幹夫さん。震災を機に以前からの懸案だった法人化を実現し、早期の営農再開に結びつ

6.秋彼岸の出荷に向けハウス内で育つ菊。生産 50 万秋彼岸の出荷に向けハウス内で育つ菊。生産 50 万

9

4

5

8
10

1

3

2

地域営農と
農村の復興を

豊
穣
な
大
地
を
取
り
戻
し

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
村
へ

文
／
中
山
斉
（
フ
リ
ー
ト
）
　
写
真
提
供
／
水
土
里
ネ
ッ
ト
み
や
ぎ
、
宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所

～
東

日本
の復旧

・復興に向けて
～

先
祖
が
残
し
た
大
地
を
守
り

子
ど
も
の
歓
声
を
取
り
戻
す

宮城県石巻市

株式会社宮城リスタ大川

3

復
興
の
た
め
に
法
人
化
を
決
断

稲
作
と
と
も
に
菊
栽
培
を
導
入

震
災
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
と
、
未
来
を
見
据
え
た
営
農
を
目
指
し

村
の
被
災
農
家
が
協
力
し
て
誕
生
し
た
宮
城
リ
ス
タ
大
川
。

「
か
つ
て
の
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
」
と
の
思
い
を
胸
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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は
も
は
瀬
戸
内
海
な
ど
西
日
本
近
海
で
獲

れ
る
魚
で
す
。
そ
れ
が
な
ぜ
こ
こ
ま
で
京
都

で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、

流
通
手
段
や
冷
蔵
技
術
が
未
発
達
の
時
代
、

京
都
は
新
鮮
な
魚
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
ほ

ぼ
不
可
能
に
近
く
、
そ
の
中
で
唯
一
、
活
き

が
よ
い
ま
ま
届
く
の
が
は
も
や
っ
た
か
ら
。

暑
い
夏
で
も
強
い
生
命
力
が
あ
り
、
鮮
魚
に

乏
し
い
京
都
に
は
う
っ
て
つ
け
の
魚
だ
っ
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。
昔
の
こ
と
で
す
が
、
実
家

の
亡
父
（
美
山
荘
先
代
主
人
・
中
東
吉
次
氏
）

が
京
都
の
料
理
屋
さ
ん
た
ち
と
フ
ラ
ン
ス
で

イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
た
時
、
日
本
か
ら
運
ん
だ

は
も
は
現
地
で
も
ま
だ
元
気
に
生
き
て
た
そ

う
で
す
。
ほ
ん
と
強
靭
な
魚
な
ん
で
す
ね
。

は
も
は
う
か
つ
に
手
を
近
づ
け
る
の
は
危

険
と
言
わ
れ
る
ど
う
猛
な
魚
で
、
頭
を
落
と

し
た
後
で
も
身
が
ピ
ク
ピ
ク
し
て
い
ま
す
。

京
都
で
は
た
い
て
い
の
魚
屋
さ
ん
で
扱
っ
て

は
り
ま
す
が
、
こ
の
い
か
つ
い
魚
を
昔
の
人

は
よ
う
食
べ
よ
う
と
思
い
つ
い
た
な
あ
、
そ

し
て
暑
い
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
料
理
や
な
あ
と

い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
実
家
の
母
の

話
で
は
、
母
の
生
ま
れ
育
っ
た
鹿
児
島
で
は

獲
れ
て
も
捨
て
て
い
た
魚
だ
っ
た
の
で
、
京

都
に
嫁
い
で
、
は
も
料
理
が
出
て
き
て
び
っ

く
り
し
た
そ
う
で
す
。

「
梅
雨
の
雨
水
を
飲
ん
で
か
ら
や
な
い
と

は
も
は
お
い
し
く
な
ら
へ
ん
」
と
言
わ
れ

る
く
ら
い
、
梅
雨
の
終
わ
り
頃
か
ら
脂
が

の
っ
て
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

祇
園
祭
の
頃
に
旬
を
迎
え
、
手
に
入
る
魚

の
種
類
が
少
な
い
夏
場
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
京
都
の
夏
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

魚
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
栄
養
価
が
高
い

の
も
魅
力
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ྉཧڀݚՈɾେݪઍ௽͞Μ͕Ҋ಺͢Δ

巧みな技が生む
京の涼味「はも」
別名「はも祭り」と言われる京都の祇園祭は７月１日から１カ月間行われ、
京都中央卸売市場ではこの時季だけでも
約２万尾のはもが取引されます。
京都の夏にはもは欠かせないという
料理研究家・大原千鶴さんに、
その魅力を案内してもらいました。
撮影／浮田輝雄
取材・文／西村晶子

vol.3

料理研究家。京都の奥座敷、花背の料
理旅館「美山荘」の次女として生まれ、
豊かな自然に囲まれて育つ。小学生の
頃より店のまかないを作り、料理を作る
喜びを知る。日々の暮らしに根差しつつ、
旬の食材の持ち味を生かしたシンプルか
つ美しい現代の和食を提案。雑誌やテ
レビ、教室、イベントなどで活躍中。

料理研究家 
大原千鶴 さん

梅
雨
の
雨
水
を
飲
ん
で

は
も
は
お
い
し
く
な
る

北山魚伊 kitayamauoi
京都市北区紫竹大門町 38-6
☎ 075-492-1018　
8 時 30 分～ 18 時 30 分　無休

今回の
案内人

百珍」という書物が出版されており、骨切
りの技術の普及とともにいろいろな料理法
で食べられるように。明治以降は商家の旦
那衆がはもで祭りのお客をもてなし、祇園
祭は別名「はも祭り」と呼ばれるようになり
ました。

日本三大祭りの一つで、国の重要無形民俗
文化財、ユネスコ無形文化遺産でもある祇
園祭。さまざまな神事や行事が執り行われ、
はもは行事食の一つとして長年食されてきま
した。いつ頃から食すようになったか定かで
はありませんが、最初は公家、その後、経
済の実権を握る町衆が祇園祭のハレの料理
として広く取り入れ、流通がよくなるにつれ
庶民の口にも入るようになります。江戸後期
には 110 数品のはも料理を紹介した「海

は む
鰻

祇園祭とはも文化

大原さんが長年ひいきにする鮮魚店。顧客の 9 割
以上が割烹や料亭だが、店頭では一般客相手に魚
を販売している。はもは淡路島・沼島沖などで釣っ
た身がきれいな国産を扱う。「梅雨の頃からおいし
くなり 7 月頃に脂がのり、その後産卵期を迎えてふ
たたびピークを迎えるのが 10 月」とご主人・濱中輝
明さん。はもの落とし（1，000 円前後）やはも寿司

（2,300 円～ 2，900 円）なども販売し、取り寄せも可
能。良心的な値段で新鮮なものが手に入る。

1. 生きたはもの腹を開いてから骨切りに　2. はもは 6 月以降が旬。祇園
祭の頃がピーク　3. はもの身は高級かまぼこによく使われ、残った皮は照
り焼きにして細く刻んだものを販売。独特の食感と香ばしさがある

1

2

3

祇園祭の山鉾巡行の有料観覧席が販売中です。
設置場所／御池通、前祭／７月 17 日 10：20 ～、後祭／７月 24 日 9：50 ～。
各 3,180 円（全席指定、パンフレット付）。問い合わせ／京都市観光協会　075-752-7070

※このページに掲載された価格は、すべて総額表示です。
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頭
か
ら
尾
に
か
け
て
、
は
も
に
は
無
数
の

小
骨
が
あ
る
の
で
骨
切
り
を
し
な
い
と
食
べ

ら
れ
ま
せ
ん
。
骨
切
り
は
料
理
人
の
腕
の
見

せ
所
で
、
頭
を
落
と
し
て
身
を
開
き
、
１
ミ

リ
強
ほ
ど
の
幅
に
順
々
に
包
丁
を
入
れ
、
し

か
も
皮
は
切
ら
な
い
と
い
う
極
め
て
熟
練
し

た
技
が
要
さ
れ
ま
す
。
骨
切
り
専
用
の
包
丁

は
、
普
通
の
薄
刃
包
丁
よ
り
か
な
り
大
き
い

も
の
で
す
。
包
丁
と
調
理
道
具
を
扱
う
「
有

次
」
の
店
長
・
武
田
昇
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ

の
重
さ
を
利
用
し
て
リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら

押
し
て
切
る
の
が
コ
ツ
や
そ
う
で
す
。

切
り
方
に
つ
い
て
は
昔
か
ら
「
一
寸
（
約

３
㎝
）
を
二
十
四
に
包
丁
す
る
」
と
言
う
そ

う
で
す
が
、
た
だ
細
か
く
切
れ
ば
え
え
わ
け

で
は
な
く
、
魚
屋
さ
ん
や
料
理
屋
さ
ん
は
大

き
さ
や
脂
の
の
り
具
合
で
骨
切
り
の
切
り
幅

や
調
理
法
を
考
え
は
る
そ
う
で
す
。「
木
乃

婦
」
の
ご
主
人
・
髙
橋
拓
児
さ
ん
に
よ
る
と
、

３
０
０
０
尾
の
骨
切
り
を
経
験
し
て
よ
う
や

く
一
人
前
や
と
か
。
古
都
の
食
の
知
恵
と
料

理
人
の
優
れ
た
技
術
や
そ
れ
を
支
え
る
道
具

が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
京
都
の
は
も
料
理
は

洗
練
さ
れ
た
味
に
な
っ
た
ん
や
な
あ
と
あ
ら

た
め
て
思
い
ま
す
。

料
理
の
種
類
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

代
表
的
な
の
は
湯
に
く
ぐ
ら
せ
て
か
ら
冷
や

し
、
梅
肉
で
い
た
だ
く
「
落
と
し
」
と
、
た

れ
焼
き
や
白
焼
き
に
し
た
「
焼
き
は
も
」
で

す
。
ご
飯
と
の
相
性
も
よ
く
、「
た
ん
義
」

の
は
も
丼
は
、
ふ
わ
ふ
わ
の
そ
ぼ
ろ
状
の
身

が
ご
飯
に
よ
く
な
じ
み
、
味
加
減
も
絶
妙
で

す
。
お
い
し
い
お
店
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い

し
い
食
べ
方
が
あ
り
、
木
乃
婦
さ
ん
の
「
木

屋
町
焼
き
」
は
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
へ
ん
料

理
。
身
が
し
っ
と
り
し
て
い
て
ほ
ん
ま
に
上

品
な
味
つ
け
で
す
。

家
庭
で
は
骨
切
り
が
で
き
な
い
の
で
、
私

は
い
き
つ
け
の
「
魚
伊
」
さ
ん
に
頼
ん
で
生

身
を
届
け
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
わ
が
家
は
子

供
た
ち
が
好
き
な
天
ぷ
ら
に
す
る
こ
と
が
多

く
、
身
と
別
に
売
っ
て
い
る
は
も
皮
も
大
好

物
。
皮
は
油
で
炒
っ
て
き
ゅ
う
り
と
二
杯
酢

で
和
え
る
と
、
い
い
酒
の
肴
に
な
る
ん
で
す
。

は
も
は
10
月
い
っ
ぱ
い
い
た
だ
け
、
秋
は
脂

が
よ
く
の
っ
て
い
る
の
で
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
や
、

松
茸
と
お
椀
に
し
て
も
お
い
し
い
で
す
。

毎
年
、
は
も
が
店
頭
に
並
び
、
た
れ
の
匂

い
が
漂
っ
て
く
る
と
自
然
に
夏
や
な
あ
と
思

い
ま
す
。
出
始
め
の
走
り
の
も
ん
は
さ
っ
ぱ

り
味
わ
い
、
店
頭
に
た
く
さ
ん
並
ぶ
梅
雨
明

け
の
頃
に
は
は
も
三
昧
。
お
祭
り
気
分
も
気

温
も
一
気
に
上
が
り
、
こ
の
時
季
だ
け
の
ご

ち
そ
う
で
滋
養
と
涼
を
と
り
な
が
ら
、
暑
い

夏
を
乗
り
切
り
ま
す
。

木乃婦 kinobu
京都市下京区新町通仏光寺下ル岩戸山町 416
☎ 075-352-0001
11 時 30 分～ 14 時 30 分、
17 時～ 19 時 30 分（L.O.）　休／不定休

割烹 たん義 tanyoshi
京都市東山区新門前通花見小路西入ル
☎ 075-561-0446
12 時～ 21 時　休／日曜・祝日

有次 aritsugu
京都市中京区錦小路通御幸町西入ル鍛冶屋町 219
☎ 075-221-1091　
9 時～ 17 時 30 分　無休

厳選した素材と磨かれた料理人の技で作る板前割烹
本来の味を守る昭和 39 年創業のお店。名物の「はも丼」
はていねいに骨切りしたはもを秘伝のたれでつけ焼き
にし、焼き立てのはもを細かく切ってそぼろ状態にし
てご飯に乗せるので、程よいあんばいに。小どんぶり
にしてコースのしめのごはんや、折詰にして持ち帰るこ
ともできる。ほかにお造りや焼物、鍋などがいただけ
る。はも丼は 2,200 円、コース 5,400 円～。一品料理
多数。要予約。

町衆御用達の仕出しの店として創業、80 余年を迎える日
本料理店。三代目主人の髙橋拓児さんは創業からの味を
守りつつ新しい日本料理に挑戦し、時代のエッセンスを取
り入れた京料理を提供。はも料理は、定番の落としや葛
打ちしたぼたんはもの煮物椀から、づくしコースまであり、
中でも江戸期の料理書「海鰻百珍」に残る料理を２匹のは
もの身同士を合わせて焼いた「木屋町焼き」はここだけの
味。昼は 5,400 円～、夜は 12,960 円～、要予約。

1560 年創業。京都の台所、錦市場に店を構える老舗の包
丁店。店内には 50 種 400 アイテムの包丁が揃い、大原さ
んも愛用。はも専用の「骨切包丁」の刃渡りは 24㎝から
36㎝で５サイズがあり、左用も取り扱う。「5 月末から秋
までしが使わへん贅沢な包丁で、骨切りの技術を助ける
道具です」と語るこの道 50 年近い武田店長。写真の包丁
は右から特製骨切包丁 9 寸／ 43,200 円、上製骨切包丁
尺 2 寸／ 108,000 円、左用特製骨切包丁 8 寸／ 56,700 円。
名入れや包丁研ぎなどのアフターケアも対応してくれる。

骨
切
り
と
創
意
工
夫
が
生
む

京
の
は
も
料
理

プ
ロ
の
味
、
家
庭
の
味
で

夏
の
滋
養
に

15 142015 7月号2015 7月号

M
A
C
制
作
課
　
9
J
 

ａ
ｆ
ｆ
７
月
号
 

2
R
1
2
=
2
0
　
 

製
版
者
 
訂
正
回
数
 

色
　
数
 

4
 

製
　
版
　
課
 

 篠
田
 
1
 

 
 

1
2
9
1
3
5
0
8
 
0
0
2
3
 

渥
美

2
 

CS6

M
A
C
制
作
課
　
9
J
 

ａ
ｆ
ｆ
７
月
号
 

2
R
1
2
=
2
0
　
 

製
版
者
 
訂
正
回
数
 

色
　
数
 

4
 

製
　
版
　
課
 

 篠
田
 
1
 

 
 

1
2
9
1
3
5
0
8
 
0
0
2
3
 

渥
美

2
 

CS6

（P.15） （P.14）



３つの
異なる
温度の
貯蔵室

1

雪室倉庫には５度、10～15度、13
～15度という３つの異なる温度の
貯蔵室を備え、米の食味・品質ご
とに保管を分けている

本州
最大規模
の雪室

4

貯雪量1,500tの雪室は本州最
大規模。断熱性に優れ、2月に
雪を運びこめば翌シーズンま
で追加の必要がない

「雪室貯
蔵米」の
直販

5

雪室倉庫で貯蔵した「雪室貯
蔵米」は、個人への直販が中
心。一般的な魚沼コシヒカリよ
り高価だが、好評だという

JA北魚沼
GAP
部会を
設立

6

生産者団体が活用する農場管
理の基準であるJGAP団体認
証を取得。ブランド力向上と地
域営農活動の発展を目指す

機械式
低温
貯蔵室も
併設

3

天候により降雪が少ない場合
も想定し、３室のうち１室はエ
アコンで温度調整をしてリス
クを低減

冷気循環
により

高品質貯蔵
を可能に

2

エアコンより全体の温度が安
定し、かつ湿気も最適に保てる
のが雪室最大のメリット。夏場
の米の劣化を防ぐことができる

特徴的な取り組みJA北魚沼の

豊
か
な
水
と
自
然
に
恵
ま
れ
、
米
ど
こ

ろ
で
知
ら
れ
る
新
潟
県
・
北
魚
沼
地
方
。

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
J
A
北
魚

沼
で
、
老
朽
化
し
た
米
倉
庫
の
建
て
替
え

が
検
討
さ
れ
始
め
た
の
は
平
成
20
年
頃
。

勉
強
会
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
浮
上
し
た
の
が
、

雪
を
利
用
し
た
「
雪ゆ
き

室む
ろ

倉
庫
」
で
し
た
。

「
も
と
も
と
こ
の
地
は
、
毎
年
３
〜
４
ｍ

も
の
積
雪
に
悩
ま
さ
れ
る
豪
雪
地
帯
で
す
。

こ
の
雪
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
環
境
に
も
優

し
い
倉
庫
が
建
て
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

こ
か
ら
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
」

そ
う
語
る
の
は
、
J
A
北
魚
沼
販
売
促
進

課
販
売
管
理
担
当
部
長
の
鈴
木
貢
さ
ん
。
米

は
低
温
貯
蔵
が
基
本
で
、
長
期
間
貯
蔵
す
る

と
電
力
な
ど
の
コ
ス
ト
が
ど
う
し
て
も
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
「
雪
室
」。
豪
雪

地
帯
で
は
、
昔
か
ら
雪
室
と
呼
ば
れ
る
雪
中

貯
蔵
庫
に
農
作
物
を
貯
蔵
す
る
手
法
が
一
般

的
で
し
た
。
自
然
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
低

温
で
農
作
物
の
鮮
度
を
保
つ
と
い
う
先
人
の

知
恵
。
こ
れ
を
応
用
し
て
、
新
潟
県
の
J
A

で
初
と
な
る
「
利り

雪せ
つ

型
米
穀
低
温
貯
蔵
施

設
」、
通
称
・
雪
室
倉
庫
を
24
年
８
月
に
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
雪
室
倉
庫
で
は
、
倉
庫
内
に
雪
を
貯

め
て
お
く
雪
室
と
い
う
エ
リ
ア
を
設
置
し
、

そ
の
冷
気
を
利
用
し
て
米
を
貯
蔵
し
ま
す
。

全
体
で
玄
米
約
３
，６
０
０
t
を
管
理
・
貯

蔵
で
き
る
本
州
最
大
規
模
の
も
の
で
す
が
、

同
規
模
の
米
倉
庫
と
比
べ
て
電
力
消
費
量
は

約
３
分
の
１
。
年
間
78
t
の
C
O
2

削
減
効

果
が
あ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
貯
蔵
後
の
品
質
が
良
く
な
け
れ

ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
翌
年
の
秋
、
１

年
間
貯
蔵
し
た
お
米
と
、
そ
の
年
に
と
れ
た

ば
か
り
の
新
米
の
両
方
を
食
べ
比
べ
て
み
た

ん
で
す
。
個
人
的
な
感
想
で
す
が
、
雪
室
倉

庫
で
1
年
間
貯
蔵
し
た
お
米
の
方
が
美
味
し

い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
本
当
に
安
心

し
ま
し
た
。
や
っ
た
！
と
思
い
ま
し
た
よ
」

（
鈴
木
さ
ん
）。

安
定
し
た
温
度
・
湿
度
の
も
と
で
保
存
し

た
こ
と
で
、
米
の
鮮
度
と
食
味
を
保
つ
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。
ま
た
、
雪
室
倉
庫
は
冷

気
を
雪
室
と
循
環
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、

庫
内
の
臭
い
や
埃
を
雪
が
吸
着
し
、
貯
蔵
時

の
臭
み
を
防
ぐ
効
果
も
あ
る
そ
う
で
す
。

も
う
一
つ
、
雪
室
倉
庫
が
担
っ
て
い
る
大

き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
お
米
の

付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
。
一
口
に
「
魚
沼

冬
の
豪
雪
を

米
の
貯
蔵
に
利
用

北
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
の

さ
ら
な
る
強
化
へ

飼
料
を
与
え
る
こ
と
で
、
半
分
の
コ
ス
ト
で

同
じ
乳
量
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
地
元
の
飲
食
店
や
旅
館

と
協
力
し
て
検
討
を
重
ね
、
半
年
ほ
ど
か
け

て
開
発
し
、
昨
年
4
月
に
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
が
、
予
想
以
上
の
売
れ
行
き
に
驚
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
振
興
の
た
め

に
ど
ん
ど
ん
生
産
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

（
営
農
企
画
課
長
・ 

小
幡
憲
三
さ
ん
）

　

こ
の
地
域
で
も
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

で
農
業
の
担
い
手
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

「
地
域
の
自
然
環
境
保
護
の
た
め
に
も
水
田

を
残
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
気
運
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
J
A
北
魚
沼
の
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
、
魚
沼
の
豊
か
な
自
然
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
言
っ
て
も
、
魚
沼
地
方
は

大
き
く
北
魚
沼
・
中
魚
沼
・
南
魚
沼
の
3
つ

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
米
の
産
地
と
し
て

競
い
合
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
現
在
、

J
A
北
魚
沼
で
は
こ
の
雪
室
倉
庫
で
貯
蔵
さ

れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
「
雪
室
貯
蔵
米
」
と
し

て
販
売
。「
魚
沼
産
」で
は
な
く
、「
北
魚
沼
産
」

の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
6
次
産
業
化
の
一
環
と
し
て
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
飼
料
用
米
と
飼
料
用
イ
ネ
（
W
C
S
）
を

食
べ
て
育
っ
た
地
元
牧
場
の
牛
の
生
乳
を
利

用
し
た
「
魚
沼
う
ん
め
ぇ
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
の

販
売
で
す
。

「
飼
料
価
格
の
高
騰
な
ど
で
苦
し
む
地
元
の

酪
農
家
を
元
気
づ
け
た
い
、
と
い
う
の
が
開

発
の
一
番
の
理
由
で
す
。
配
合
を
工
夫
し
た

J A 北 魚 沼 の あ ゆ み

1999年

2008年

2010年

2012年
2月

2012年
8月

2013年

2014年
4月

JA北魚沼創立

1960年代に建てられた倉庫の老朽化に
よる建て替えと、大規模倉庫での管理
が検討され始める

平成23、24年度再生可能エネルギー熱
利用加速化支援対策事業（経済産業
省）、平成23年度新潟米付加価値向上
施設整備促進事業（新潟県）などから
の支援が決定、計画に着手

利雪型米穀低温貯蔵施設、通称「雪室
倉庫」建設開始

雪室倉庫完成

「雪室貯蔵米」販売開始

「魚沼うんめぇジェラート」販売開始

所在地 

▲

新潟県魚沼市
職員数 

▲

325人
正組合員数 

▲

6,406人
准組合員数 

▲

5,358人
販売品販売高 

▲

52億7,100万円

JA北魚沼

※ 平成27年1月末現在

文／川口有紀（フリート）　撮影／原田圭介（P.16）　写真提供／JA北魚沼

飼料用米で育った牛から採れた
生乳の味わいが魅力。カップのフ
タはホルスタインの模様で魚沼市
の形を表現。1個380円（税込み）

魚沼うんめぇジェラート

「雪」を「米」に利用し
さらなるブランド力強化へ
「魚沼コシヒカリ」と言えば、誰もが認める米のトップブランドの一つ。

その魚沼地方で、“米”にまつわる新たな取り組みが注目を浴びています。

環境に優しく、米の付加価値向上にもつながる「雪
ゆき

室
むろ

倉庫」で貯蔵された米の販売、

飼料用米を食べて育った牛の生乳によるジェラートの開発など、

「北魚沼産ブランド」の強化に奮闘する、JA 北魚沼の取り組みを紹介します。

vol.3
今、この人たちが熱い

JA北魚沼
（新潟県）
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文
／
酒
井
麻
理
子
（
フ
リ
ー
ト
）
　
写
真
提
供
／
農
研
機
構
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、
田
舎
館
村
役
場

長
ら
く
日
本
人
の
食
生
活
を
支
え
て
き
た
稲
作
。
そ
の
イ
ネ
に
「
食
べ
る
」
以
外
の
用
途
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
そ
れ
は
、
美
し
い
色
に
染
ま
っ
た
稲
穂
や
葉
を
観
賞
し
て
楽
し
む
、
と
い
う
も

の
。
育
て
や
す
い
観
賞
用
イ
ネ
と
し
て
開
発
さ
れ
た
「
祝
い
茜あ
か
ね
」「
祝
い
紫む
ら
さ
き

」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〝
見
て
楽
し
む
〞
イ
ネ
で
地
域
を
元
気
に
す
る
！

生
け
花
か
ら
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
ま
で

観
賞
用
イ
ネ
が
秘
め
た
可
能
性

1234

あ
ふ
・
ラ
ボ

ト
リ
ビ
ア
【
観
賞
用
イ
ネ
】

赤
や
紫
に
染
ま
っ
た
「
祝
い
茜
」「
祝
い
紫
」
の
穂
。
中
の
お
米
は
白
い
色
を
し
て
い
ま
す
。
色
が
つ
く
仕
組
み
は
複
雑
で
、
お
米
、
穂
、
葉
、

茎
の
色
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
の
で
す
。
ま
た
、観
賞
用
イ
ネ
は
昔
の
品
種
の
中
か
ら
〝
見
た
目
の
美
し
さ
〞
で
選
ん
だ
イ
ネ
を
使
っ

て
品
種
改
良
を
し
た
も
の
な
の
で
、
お
米
の
味
自
体
は
さ
ほ
ど
で
は
な
く
、
パ
サ
パ
サ
と
し
た
食
感
で
す
。

観
賞
用
イ
ネ
の

中
身
は
何
色
？

美
味
し
い
の
？

2001年までは、地元のシンボル的存在である岩木山と文字が入っただけのシン
プルなデザインだった。2002年に開始10周年を記念して、大規模な田植えを実
施したのが、現在の田んぼアートの始まり

毎年、2つの水田にさまざまな絵柄が登場する田舎館村の田んぼアート。どち
らも近くの展望台から観覧でき、期間中は2つの田んぼを結ぶシャトルワゴンも
運行される。穂が出る前の、茎や葉が色づく７月から８月にかけて見頃となる

田舎館村では毎年、役場東側にある15,000平方メートルの水田で「田植
え体験ツアー」を実施して、田んぼアートの元となるイネを植えている。
田植え参加者の中には「田んぼに入るのが初めて」という人も多い

1.2.鮮やかな赤い色が人気
の「祝い茜」。色がつくのは
穂の部分のみで、葉や茎の部
分は通常のイネと同様に緑
色をしている　3.4. 「祝い
紫」は濃い紫色の穂が特徴。
この他に「奥羽観（おうう
かん）383 号」という葉に白
の縦縞が入った観賞用イネも
ある

在
来
品
種
と
し
て
残
っ
て
い
た
イ
ネ
を
元

に
観
賞
用
の
品
種
が
作
ら
れ
、
九
州
な
ど
で

栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
通
常

の
イ
ネ
と
比
べ
て
作
り
に
く
い
と
い
う
難
点

が
あ
り
、
ま
た
、
東
北
な
ど
寒
い
地
域
で
は

栽
培
で
き
な
い
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
育

て
や
す
く
、
東
北
で
も
栽
培
で
き
る
品
種
と

し
て
、
12
年
の
歳
月
を
か
け
て
開
発
さ
れ
た

の
が
「
祝
い
茜
」
と
「
祝
い
紫
」
で
す
。

観
賞
用
イ
ネ
は
「
見
て
楽
し
む
」
と
い
う

性
質
上
、
栽
培
過
程
で
茎
が
倒
れ
る
と
商
品

と
し
て
の
利
用
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
倒
れ
に
く
く
強
い
茎
を
持
ち
、
葉
も

し
っ
か
り
立
つ
よ
う
に
改
良
を
加
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
祝
い
茜
」
は
、
極ご
く

早わ

生せ

長ち
ょ
う

芒ぼ
う

と

対つ
し
ま馬
在ざ
い

来ら
い

を
交
配
し
、「
祝
い
紫
」
は
、
紫
む
ら
さ
き

穂ほ

N
o
・
1
と
対
馬
在
来
を
交
配
す
る
こ
と

　
研
機
構
（
国
立
研
究
開
発
法
人
農

業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機

構
）
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
を
手

が
け
た
「
祝
い
茜
」
と
「
祝
い
紫
」
は
、
穂

の
色
が
そ
れ
ぞ
れ
鮮
や
か
な
赤
と
紫
に
染
ま

る
こ
と
が
特
徴
の
観
賞
用
イ
ネ
で
す
。
穂
が

色
づ
く
の
は
、
イ
ネ
が
赤
、
青
、
紫
を
示
す

ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
系
の
色
素
を
持
っ
て
い
る

た
め
で
す
が
、
実
は
こ
れ
ら
の
色
素
を
持
っ

た
イ
ネ
自
体
は
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
味
の
問
題
や
収
量

が
少
な
い
こ
と
か
ら
食
用
に
は
あ
ま
り
向
か

ず
、
日
本
で
は
多
く
は
生
産
さ
れ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

農 食
べ
る
だ
け
で
は
な
い

新
し
い
イ
ネ
の
活
用
方
法

で
東
北
で
の
栽
培
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。

　
い
事
で
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

と
の
意
味
を
込
め
て
命
名
さ
れ
た

「
祝
い
茜
」「
祝
い
紫
」
は
、
切
り
花
や
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
と
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
田
県

大
仙
市
の
N
P
O
法
人
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

普
及
協
会
で
は
、「
祝
い
茜
」
や
「
祝
い
紫
」

な
ど
の
観
賞
用
イ
ネ
を
「
秋
田
き
れ
い
ね
（
綺

麗
稲
）」
と
命
名
。
毎
年
15
万
本
が
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ネ
の
美
し
さ
を
風
景
と
し
て
楽

し
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
す
。
田
ん
ぼ

を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
て
、
色
の
異
な
る

イ
ネ
を
使
っ
て
絵
を
描
く「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」

で
す
。
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
村
と
し
て
有
名
な

青
森
県
田い
な
か舎
館だ
て

村む
ら

で
は
、
7
色
10
品
種
の
イ

ネ
を
使
っ
て
精
巧
な
絵
柄
を
作
り
上
げ
て
い

ま
す
。
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

田
植
え
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
毎
年
全
国

か
ら
多
く
の
参
加
者
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
賞
用
イ
ネ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
ま

ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
水
田
の
有

効
活
用
で
す
。
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
水
田

を
使
っ
て
観
賞
用
イ
ネ
を
栽
培
し
て
販
売
す

る
こ
と
は
、
観
光
資
源
を
生
み
出
す
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
田
舎
館
村
に
観

光
需
要
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
取
り
上

げ
ら
れ
れ
ば
、
地
域
の
知
名
度
向
上
に
も
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
観
光
資
源
を
生
み
出
し
、

地
域
活
性
化
の
助
け
と
な
る
観
賞
用
イ
ネ
。

1
本
1
本
は
小
さ
な
穂
で
も
、
そ
こ
に
は
非

常
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

観 水
田
を
有
効
活
用
し
て

観
光
資
源
を
生
み
出
す

上から「祝い紫」、「祝い茜」、通常のイネ。比べてみると色
の違いが良く分かる。ドライフラワーとして出荷され、フラ
ワーアレンジメントなどに活用される。また、鮮やかな色を
生かした正月のしめ飾りも作られ、好評を得ている

祝 美
し
い
色
を
生
か
し
て

お
土
産
や
花
材
と
し
て
販
売
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今年も「子ども霞が関見学デー」
を開催します

昨年も元気な子どもたちが集まりました！

人気 NO.1 の大臣室見学。
林芳正大臣と一緒に記念撮
影できるチャンスも！ 

しょうゆもの知り博士の出前授業で
しょうゆの不思議に迫る

真珠を使って、
世界にひとつだ
けのドアプレート
を作成 専門家の指導が受

けられるフラワー
アレンジメント

まゆ玉からの糸繰りでは、ハンドルを
回すと細い絹糸が出てきてビックリ！

文／熊本美加（フリート）

MAFFとは農林水産省の英語表
記「Ministry of Agriculture, 
Forestry and Fisheries」の略
称です。「MAFF TOPICS」で
は、農林水産省からの最新ニュー
スなどを中心に、暮らしに役立つ
さまざまな情報をお届けします。

2015年は「国際土壌年」。
土壌について考えてみませんか？

た
め
の
農
家
や
研
究
者
の
取
り
組
み
を
、
農

林
水
産
省
と
し
て
も
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る

土
壌
に
つ
い
て
、
も
っ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

中央省庁が集まる東京・霞が関で毎年行われている夏休みのイベント、
「子ども霞が関見学デー」。今年は 7 月 29、30 日に開催します。
農林水産省では、さまざまな体験を通じて親子で楽しく学べる
プログラムを多数用意しています。

 「
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」
は
、
普
段
は

足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
の
な
い
中
央
省
庁
を

見
学
で
き
る
絶
好
の
機
会
！　

各
府
省
庁
で

は
日
頃
ど
ん
な
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、

今
国
内
外
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何

か
な
ど
を
、
親
子
で
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
に
合

わ
せ
て
霞
が
関
を
自
由
に
歩
く
こ
と
が
で
き

る
「
日
本
国
霞
が
関
子
ど
も
旅
券
」（
パ
ス
ポ

ー
ト
）
が
配
付
さ
れ
、
各
府
省
庁
内
で
実
施

さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
は
、
8
月
６
、
７
日
の
２
日
間
で
数

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
農
林
水
産

省
で
は
延
べ
４
７
７
１
名
の
方
が
参
加
。「
夏

休
み
の
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
」「
親
子
で
農

林
水
産
業
に
親
し
め
た
」「
初
め
て
見
る
も
の

ば
か
り
で
驚
い
た
」「
将
来
は
大
臣
に
な
り
た

五
感
を
刺
激
す
る
新
鮮
体
験
！

今
年
が
「
国
際
土
壌
年
」
で
あ
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

こ
れ
は
、
２
０
１

３
年
の
国
連
総
会
で
毎
年
12
月
５
日
の
「
世

界
土
壌
デ
ー
」
と
と
も
に
定
め
ら
れ
た
も
の

で
、
身
近
に
あ
り
な
が
ら
あ
ま
り
意
識
す
る

こ
と
の
な
い
「
土
壌
」
に
つ
い
て
、
そ
の
機

能
や
重
要
性
を
広
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
土
壌
が
持
つ
農
作
物
を
育
て
る
力

「
地
力
」
の
低
下
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
連
作
な
ど
の
影
響
に
よ
る
土
壌
の

酸
性
化
や
、
堆
肥
の
投
入
量
の
減
少
に
伴
う

土
壌
中
の
有
機
物
の
減
少
が
、
作
物
の
収
量

の
低
下
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
よ
う
な
事
例

も
み
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
人
手
不
足
な
ど

に
よ
り
、
土
づ
く
り
に
手
間
を
か
け
ら
れ
な

い
農
家
が
多
い
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

農
業
生
産
に
お
い
て
は
、
土
壌
の
質
が
農

作
物
の
生
産
力
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
元

気
な
土
壌
か
ら
は
元
気
な
作
物
が
収
穫
さ

れ
、
私
た
ち
の
食
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
土
壌
は
、
生
態
系
の
維
持
な

ど
、
地
球
環
境
を
守
る
上
で
も
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。

土
壌
の
大
切
な
機
能
を
維
持
・
向
上
す
る

「
土
壌
」
は
多
様
な
力
を
持
つ

大
切
な
資
源

「土の不思議」
土壌微生物の観察や、「光る泥だんごづくり」などの体験が
できます

「大臣室、記者会見室を見学してみよう！」
大臣室や記者会見室を見学し、大臣のいすに座ったり、記者会
見の様子を模擬体験したりできます

「わたしたちの食べ物について考えてみよう」
食料自給率・自給力から国産品の米や野菜、果物、牛乳など
にいたるまで、食にまつわるさまざまなクイズに挑戦して、「食」
について知識を深めることができます

「食べ物を楽しく科学してみよう！」
身近な道具を使い、バナナから DNA を抽出して調べてみるな
ど、簡単な実験ができます

「“真珠”を使って、世界でひとつだけの
ドアプレート、アクセサリーを作ろう！」
真珠の見分け方を学んだり、真珠を身につけて記念撮影したり
できるコーナーを設置。真珠を使って自分ならではのドアプレー
ト作りに挑戦できる教室もあります
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2015年子ども霞が関見学デー

い
！
」
な
ど
、
ど
の
会
場
で
も
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

今
年
の
農
林
水
産
省
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
見

る
」「
聞
く
」「
触
る
」「
創
る
」「
考
え
る
」

な
ど
、
五
感
を
使
っ
て
楽
し
め
る
バ
ラ
エ
テ

ィ
豊
か
な
内
容
で
す
。
開
催
を
予
定
し
て
い

る
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
の
通
り
で
す
。

色の帯は地層の累積をイメー
ジし、茶色は「表土」、黄土
色は「砂れき質の土壌」、水
色は「水の重要性」、赤紫色
は「底の層の深さ」を表現し
ています。スローガンである

「H e a l t hy  S o i l s  f o r  a 
Healthy Life（元気な暮らし
は元気な土から！）」を視覚
的に表したロゴです。土壌の質が農作物の生産力を大きく左右します

告知

主なプログラム

「おいしい日本！ 食のジュニアＰＲ大使」の
ピンク・ベイビーズも登場！
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日本食のおいしさや良さを外国人の方々に実感して

いただける機会が多くあればいいと思います。

ミラノ万博が成功しますように！（₄₀ 代・女性）

トップランナーを読んで、これからの農業は経営

感覚が必要だと感じました。グローバル化する

近未来の農業形態は多角経営と集団経営が大切。農業

に携わる人の育成と行政の適切な指導が一体となれば

未来が開けると思います。（₆₀ 代以上・男性）

クモ糸シルクにはびっくりしました。技術の進歩っ
て凄いなと改めて感じました。また、あふ・ラ

ボトリビアはイイですね。為になるメモって感じが好き
です。（₅₀ 代・女性）

クモ糸シルクにはびっくりしました。技術の進歩っ

県外に出て初めて「湘南しらす」を知りました。

現在、住んでいる土地の農産物は良く知ってい

るのですが、湘南に住んでいた頃は、地元でどんなも

のが作られているのか知りませんでした。湘南を出て

1₅ 年、今では外から見ることで、いいところを知るよ

うになりました。（₃₀ 代・男性）

ಡऀͷօ͞·͔ΒͤدΒΕͨ
ʰBGGʱ�月号ͷ͝ҙݟ΍͝ײ૝Λ঺հ͠·͢ɻ

์ࣹੑηγ΢Ϝʹؔ͢Δ৘ใʹ͍ͭͯ
農林水産省のホームページ

（東日本大震災に関する情報）をご覧ください。
http://www.maff .go.jp/
携帯電話用ホームページ
http://www.maff .go.jp/mobile/

B⒎�ʢ͋;ʣͷࢽใ޿
૝Λ͓ฉ͔͍ͤͩ͘͞ײ
今後もよりよい広報誌とするため、
読者アンケートにご協力ください。
農林水産省のホームページ、広報誌
affのサイトから回答できます。

外に出て初めて「湘南しらす」を知りました。

農水ガールズの解説で「食料・農業・農村基本計画」
のことが、とても分かりやすく説明されていまし

た。自国の農業を守り育てていくことの必要性を感じま
す。日本産のものに誇りをもってお年寄りからバトンを
引き継いでつなげていきたいです。（₅₀ 代・女性）

各国のパビリオンをご紹介！
ミ ラ ノ
国 際 博 覧 会
最 新 N E W S

プールサイドでビールが味わえる
チェコ館

「水と蓮」がテーマのベトナム館
生命にとって重要な要素である水と、
ベトナムにとって重要な花である蓮の
2 つのイメージで設計されたパビリオ
ン。環境や水資源の保護のために取り
組むベトナムのメッセージを伝えてい
ます。パビリオン内では、美術品、陶
器なども展示、ステージではベトナム
音楽の演奏会も行われ、ベトナムの豊
かな文化と食事を体験できます。

農業と食料生産の分野での豊かな伝統を持つチェコのテーマは
「生命の工房」。多くのスパやプールなどがあり、その水資源
を管理してきた長い伝統と経験、技術革新を提示しているパビ
リオンには大きなプールも！ プールサイドでは本場チェコビー
ルが味わえます。2階には「メンデルの法則」を発見したグレゴー
ル・ヨハン・メンデルの功績をたたえた展示もあります。

蜂の巣をイメージした英国館
ミツバチは、世界中の生態系を支えて
おり、作物生産にも蜂の受粉は欠か
せません。その蜂の巣をイメージした
デザインのパビリオン。館内では、世
界各地での食料生産と消費が人々の生
活に与える影響について、グローバル
に意識を高めることを目指した展示が
行われています。2 階には英国の軽食
が食べられるスペースもあります。

「調和」「発酵」「保存」がキーワードの韓国館
韓国の食文化を紹介するパビリオン
は、「ムーンジャル」という韓国の伝統
的な陶器をイメージした建物。韓国料
理を通じて、健康な体のため、人類の
未来のための食品を理解できる映像体
験の展示が魅力。レストランでは「調
和」「癒し」「長寿」という 3 種類の韓
国膳が楽しめます。

熱い盛り上がりをみせるミラノ万博！ 世界中から来場者が続 ！々

 「
地
球
に
食
料
を
、
生
命
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」

を
テ
ー
マ
に
、
5
月
1
日
か
ら
開
催
中
の
ミ

ラ
ノ
万
博
。
日
本
館
で
は
、
最
新
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
駆
使
し
て
日
本
の
食
や
食
文
化
を
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
、
入
場
者
の
反
響
も
大

き
く
、
好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
ま

す
。
世
界
各
国
の
食
文
化
に
触
れ
、
地
球
規

模
で
「
食
」
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
ミ
ラ
ノ
万
博
は
、
1₀
月
₃1
日
ま
で
ま
だ
ま

だ
続
き
ま
す
。

世
界
中
か
ら
日
々
大
勢
の
入
場
者
が
訪
れ

る
魅
力
は
世
界
各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
。
ど
の

国
も
独
自
性
あ
ふ
れ
る
演
出
で
、
自
国
の
食

文
化
の
歴
史
や
未
来
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
の
で
、
時
間
を
忘
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
。
も
ち
ろ
ん
各
国
の
自
慢
料
理
が
味

わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
英
国
館
、
ベ
ト
ナ

ム
館
、
韓
国
館
、
チ
ェ
コ
館
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。

先
端
技
術
の
粋
を
集
め
た

パ
ビ
リ
オ
ン
巡
り
が
醍
醐
味

万博では、会期中に各参加国の参加を称えるナショナルデーが
開催されます。日本のナショナルデーである「ジャパンデー」
は７月 11日（土）に行われ、公式セレモニーのほか、文化公
演や東北復興祭りパレード、レセプション等が予定されていま
す。このうち、屋内最大規模で行われる文化公演では、欧州
でも人気の高いきゃりーぱみゅぱみゅさんの公演のほか、能、
書画、三味線、和太鼓など、日本の伝統芸能を披露します。

ϛϥϊ೔ຊؗ�http://expo2015.jp/ 

「ジャパンデー」は 7月11 日 !

文化公演に出演する、
��きゃりーぱみゅぱみゅさん　
��宝生和英さん　��紫舟さん　
��吉田兄弟さん　1
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